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尚、一部言葉使い表現等について構成してあります。 

青野敏 

 

それでは、生きがいづくりの推進についてお伺い致します。 

豊かな経験、知識、技能を持った高齢者の方々が、健康で生きがいを持ち、積極的に地域活動に参加

することにより、介護予防や認知症予防などにつながるだけではなく、地域社会全体の活力にもなる大

変重要なことであると考えております。 

本町の高齢者人口の現状は平成 31 年３月現在、65 歳以上の人口 2,217 名、全体人口に占める高齢者

率は約 32％を超えております。 

今後も間違いなく高齢者人口は増加をすると予想される現状でもあります。 

本町高齢者の皆様は様々な分野に参加され活動しておりますけれども、代表的な活動として本日もお

越しであります、ななかまど大学・大学院などを通じて、健康や趣味についての知識・技能を習得され、

いつまでも生きがいのある活動に取り組むと共に、豊かな長寿社会を自ら作りだすための調査・研究な

どにも積極的に取り組まれている現状でもあります。 

また、自らの健康づくり仲間づくりとともに教育・福祉・健康などの様々な分野においても積極的に

活動され、大きな役割を担っているところでもございます。 

本町の第７期高齢者福祉計画の重点目標にも、高齢者の積極的な社会参加により生きがいを持って暮

らせる環境づくりに努めるとありますけれども、今後の生きがいづくりの推進についてお伺いいたしま

す。 

健康な高齢者は健康づくりや社会貢献生きがいなどの理由から、地域や社会への高い参加意識を持っ

ていると考えております。 

また、社会参加の中でもより社会的責任が大きい就労やボランティア活動などは、高齢者本人が生き

がいを持つことにもつながると考えられています。 

更には、高齢者の社会参加は活力あるまちづくりにもつながると考えますが、まちづくりに対して高

齢者の知識・経験を生かした生きがいづくりの推進について、町長の考えをお伺いいたします。 

また、高齢者がさまざまな分野において積極的に参加ができるシステムづくりとその支援体制が大変 

重要と考えますけれども、このことについても町長の考えをお伺いいたします。 

 

谷町長 

 

それでは青野議員の質問にお答えいたします。 

現在の日本の社会は 65 歳以上の高齢者の方が 25％を超える超高齢化社会と言われています。 

しかし、元気で就労の意欲にあふれているいわゆる「アクティブシニア」と呼ばれる方々の中には豊

富な経験と知識を持ち就労意欲が高い方も多いことから、日本全体の動きとして定年引上げや再任用制

度による雇用の継続や延長など、生涯現役で活躍できる社会の実現に向けた取組みが進められています。 

本町においても「アクティブシニア」と呼ばれる方々の中には、自身の健康づくりや社会貢献などの

観点から、ボランティア活動等への高い参加意識を持たれている方も多く、さまざまな面でまちづくり

を支えていただいている人材でもあります。 

本町では高齢者の社会参加及び生きがいづくりを目的として発足した、鷹栖町高齢者事業団をはじめ、

社会福祉協議会のボランティアセンターには、寺小屋サポート隊や鷹栖町老人会、鷹栖町婦人ボランテ

ィアクラブなどの団体が登録されております。 

更には、生涯に渡り学び続けることができる社会参加の場として、ななかまど大学が活発に活動され



ています。 

ほかにもあったかすリハビリ体操指導士やシルバーフィットネス「コレカラ」の運営サポーター、地

域食堂での活動など、大勢の「アクティブシニア」の皆さんが地域で活躍されています。 

しかし、働くことを通して健康である喜びや生活の充実感を見出すことを目的として組織された、鷹

栖町高齢者事業団は、設立後 23 年が経過し会員の高齢化と会員の減少が進んでいます。 

今後の高齢者人口の増加や農業分野をはじめ、福祉分野でも労働者が不足している状況を考えると、

高齢者の生きがいづくりの推進とさまざまな分野において積極的に参加できる新たなシステムと体制づ

くりが必要と考えています。 

アクティブシニア人材の知恵や経験は貴重な財産であることから、就労あるいは社会参加をより推進

するためにも、さまざまな分野における生涯現役社会の実現や雇用と就業のマッチングの仕組みづくり

を行政主導ではなく、高齢者の力を必要とする民間事業者との連携も視野に入れ、今後検討したいと思

いますので御理解を願います。 

 

青野敏 

 

町長からそれぞれアクティブシニアの方々の様々な参加や活動等々の話がございました。 

福祉や教育の関係等様々な分野で活動されておりますし、行政関連の中でも町長がおっしゃった色々

な情報もありますが、まずは行政としての基本的なグランドデザインが必要ではないでしょうか。 

教育や農業・福祉等色々な分野があると思いますが、そこでどの様にして希望する仕事を手伝ってい

ただくかも含めて、行政で基本のグランドデザインがあり初めて先ほど言った社協や高齢者事業団等の

分野で活動する場面が出てくるのだと思います。 

まずはグランドデザインが必要だと思いますが町長の考え方はどうでしょうか。 

 

谷町長 

 

グランドデザインという話でしたけれども、最初の説明でもありましたように高齢者の方が生きがい

を持って、今は就労の話が出ましたけれども仕事を生きがいとして持って、生涯活躍できるようなそう

いう場所を作るというのが基本的なお話になると思います。 

ただ、就労を希望される事業者ですとかそういう人たちの声を今までつぶさに聞いている場面が少な

いと事もありますので、その実態を調査して作っていくのが一番良いというふうに思ってございますの

で、基本の線はありますけれどもこれから行政と民間事業者と連携しながら、どういう形態がいいのか

どういう体制がいいのかというのを含めて検討していくのが一番と考えてございます。 

 

青野敏 

 

町長が今話ししたのは、システムのほうの話になるのだと思いますが、システムは後から聞く場面が

あると思います。 

まず私が聞いているのはそれぞれの分野としてどの様なニーズがあるのかです。 

寺子屋は教育の分野ですけれども、現在は社会福祉協議会で行って言いますよね。 

この事業は社会福祉協議会がやる事業ではなく、本来あれば現在の学校支援員と同じで教育分野の事

業であり、当然として高齢者のアクティブシニアの方々にお手伝いをいただいています。 

先ほど同僚議員の質問にもありましたけれども、教員許可を持っている方々の支援員配置であり、そ

れはあくまでも有償かもしれないですけれども、高齢者の生きがいづくりでもあると思っています。 

事業の中で必要な経験や知識を持った人たちを行政が中心となりマッチングをするというのは、まず

はグランドデザインを作成した後の話になるのだと思います。 

その辺が逆にどっちが早いかなのでしょうけれども、町長の考え方とずれがあると思いますが。 

 

 

 

 



谷町長 

 

青野議員のおっしゃっているグランドデザインというのは、総合的な考え方で高齢者のアクティブシ

ニアの方が活躍される場面もどうやって作っていくかということが大事なことで、それを基本するとい

うことはきっと意思疎通はできると思うのですね。 

ただ、その一つひとつの課題を解決するためのグランドデザインという意味がちょっと私には理解で

きないのですけれども、それは今までもそれぞれの場面においてまちづくりの課題があった場合ですね、

それを解決するために、たまたまアクティブシニアの方の力を借りている場面も多いですけれども、そ

れを解決するための方策として、町としての事業を起こしているというような状況になっています。 

ただ、高齢者事業団に関しては就労と高齢者のアクティブシニアの人たちとのマッチングという部分

では 20 数年前にその組織が立ち上がったころとは随分環境も変わってきています。 

今では町内に 60 歳を超えた方を中心にしたＮＰＯ法人も立ち上がり、町の施設の管理・運営のお手

伝いしていただいたりしている場面も随分多くなりました。 

その当時は多分、そういうＮＰＯ法人というのはなかったと思うのですね。 

ただ、総体の数としては高齢者の方は増えていますけれども、町内を限って見ればそれぞれボランテ

ィアセンターですとか、ふまねっとでボランティアで活動されている方ですとか、恐らくと福祉の場面

ではちょっと私たちも見えていない部分で調査をしたら随分多くありました。 

ですからアクティブシニアの人たちも、まちづくりのために随分協力をしてもらいながら、自分たち

も生きがいを持って活動されている方は実際には多いということも実情では分かっています。 

ただし、青野議員がおっしゃられているように、まだまだ活用できるというと失礼ですけれども、ま

だ眠っている財産があると思いますので、その部分の掘り起こしのほうはしっかりしていきたいという

ふうに考えてございます。 

 

青野敏 

 

これは認識一緒だと思うのですよ。 

恐らく今、高齢者の方々というかいろんな経験を持っている人方が、寺子屋やマルシェの町民サロン、

おやじの会、コライズのサポーター、老人会での遊び塾ですとか、3 泊４日の宿泊体験等々、いろんな

ところで今の高齢者の方々の協力をいただいて事業ができているのですよ。 

ただ、これらがそれぞれの分野でその時その時にこういうことをやるので誰かいませんかではなく、

就労センターみたいな組織を創りそこに登録をしていただいて広い分野に広げなきゃならない。 

今はそういう場所がないのだと思っています。 

そういうような組織を行政が中心となって作り、担当課が必要な事業を考えているものはそこに集約

して人材を確保する、そういうような形が私は良いんのだと思うのですよ。 

その辺の考え方は町長どうですか。 

 

町長 

 

青野議員のおっしゃっている事と最初の答弁とは合っていると思います。 

高齢者の生きがいづくりの推進とこれからさまざまな分野において積極的に参加できる新たなシステ

ムと体制づくりを作ると言っています。 

それは青野さんが今おっしゃったとおりのことで、それをこれから作ろうということで考えておりま

す。 

それと、ボランティアと就労といいますか福祉の分野と教育の分野と就労の分野を一つにまとめると

いうことは今考えておりません。 

教育分野は社会教育の部分についてはやっぱり教育委員会のほうで主導になりますし、あとは福祉の

分野と就労の場面というかそれはもうアクティブシニアと言いましょうかね。 

たまたま来られた方が重なる部分があろうかと思いますけれども、それは小さな町ですから一緒にや

ることは可能ですけれども、やはり今一番足りないと青野さんがおっしゃっている就労の場と雇用の場

のマッチングがなかなか上手くいっていないということは、課題として十分承知しておりますので、そ



の部分では高齢者事業団の役割も少しずつ変わってきていますし、高齢化も進んでいて対象の会員も少

なくなってきているという課題が分かっていますので、その新しい体制作りをしていってですね、先ほ

ど青野さんがおっしゃられたように、解決をしていきたいというふうに考えてございます。 

 

青野敏 

 

大体ちょっと町長との話が噛み合ってきたと思うのですけれども。 

そこで私は町長にも担当課にも資料を渡しましたけれども、厚労省で生涯現役促進地域連携事業の事

業を数年前から取り組んでいます。 

これは、町長が今おっしゃったとおりの事業になります。 

協議会を行政が中心となって創らなくてはならないのですが、全国で 70 を超えた協議会が既に出来

ており町村では 2000 万円ぐらいの事業ができるということです。 

ここでは、先ほど町長がおっしゃった様にどういう人材を求めているのか、どういう計画したいのか、

また、これから取り組んでいくための組織についての調査・研究等や事業者とのマッチングをするなど

の調査ができる事業です。 

町長の話で福祉の関係も含めて厚労省の方に行く機会があるというお話がありましたので、担当課の

方々とも協議を進めて取り組んで頂きたいと思います。 

この事業のタイプは八項目想定されております。 

マッチングタイプ、地域産業との方々との人手不足や高齢者と事業主の方だとかをマッチングをする

推進事業、意識啓発タイプ、起業支援タイプ、社会参加タイプ、職域開発タイプ、能力開発タイプ、機

運醸成タイプ、相乗効果タイプ等、様々なタイプがありますので、是非このタイプの中で町長が話して

いるマッチングタイプが一番大事だと思います。 

こういう調査をしながら、就労センター的な組織で情報を収集し人材を登録していただいて、いろん

な分野で必要とする皆さんに一早くお手伝いしてもらう体制が大事だと考えます。 

今はばらばらな状態に見えるのですが、情報を一元化し鷹栖町としていち早く取り組んでもらいたい

と思いますけれども、考え方はどうでしょうか。 

 

町長 

ありがとうございます。 

厚生労働省も、そういうような事業があるというのは伺っておりまして、実を言うと先週に厚生労働

省に行きお話のほうも少し伺ってきました。 

現在、鷹栖町では障がいのある者ですとかニートの方が地域参加をしながら就労できる機会のきっか

けづくりをしようということで、厚生労働省のモデル事業に採択いただいて、働くきっかけづくり事業

というのを町内で行っております。 

その部分もありましたので、今アクティブシニアとちょうどその事業をやっていて、就労ができるよ

うな環境になった方々も巻き込んで、事業ができないかということの相談もちょっとさせてもらってい

ます。 

ただ、今行われている、生涯現役促進地域連携事業については、平成 29 年からスタートして北海道

では北海道社会福祉協議会が採択を受けて、それを旭川社会福祉協議会で委託を受けて旭川市内におい

て、職業の斡旋事業やマッチングタイプの事業を行っていると聞いています。 

そういう部分もしっかり調査しながら、本町にこの事業として合うのかという部分をしっかり聞きな

がら、この事業を採択・事業を申請するとなれば、青野さんがおっしゃっていたとおり、協議会を作り

行政と商工会・事業所や社会福祉協議会などの各団体が入り、受ける側とこちらから働く側のマッチン

グをしながら双方がＷＩＮＷＩＮになるような関係づくりというのが非常に大事になってくると思いま

す。 

これからしっかり勉強させてもらいながら、チャンスがあればこちらのほうもチャレンジしていきた

いなというふうに考えてございます。 

 

 

 



青野敏 

 

この事業は町長おっしゃった通り北海道で受けて協議会を作り進めております。 

ただ北海道ではあまりにも地域が広域き過ぎて、情報だけは出しているけど現状では何も情報を集約

していないのが現状の様でした。 

この事業は道外の小さな市町村でも、農業分野や介護分野などの広い分野でマッチングしようとして

情報を集めているところもたくさんあります。 

私の手元に取り組んでいるところの資料もありますので、後で担当課長のほうにお渡しをしますので、

ぜひこの事業に率先して取り組んで頂きたいと思いますが、ただし、この事業は採択されても３年間し

か事業期間がありません。 

私はこういう事業を使いながら情報集約をした中で、鷹栖町として独自に取り組んでもらいたいとい

う気持ちがあるから町長にお伺いしております。 

 

町長 

 

これについては、実を言うと政策会議等で課長にも話を聞いておりまして課題として押さえています

ので、その状況というのはわかっておるつもりです。 

やってくださいではなくて、もうやっています。 

青野さんからがおっしゃっていますけれども、町としても何も考えていないわけではなくて、先に先

行してその考えを持って厚労省にも行ってお話を伺いに行っています。 

今その厚労省の幹部の方も８月には鷹栖にお邪魔をして実態を見たいというようなお話もいただいて、

私も全国の地域ケア政策ネットワークの役員もさせてもらっていますので、厚生労働省の方々とはパイ

プもあります。 

十分そういう部分も細かい打合せもできますし、そのモデル事業はあってタイプと町村ごとにいろい

ろな課題があるわけですから、それにあってはまる鷹栖町の課題を持っていって、厚生労働省の方たち

の助言をしていただきながら事業を構築していくということも今まで実際しております。 

そういうようなやり方で一番うちの町に合った形を模索しながら、これから研究をしていきたいとい

うふうに思ってございます。 

 

青野敏 

 

ありがとうございました。 

ぜひ担当課の課長たちとの会議にかけたということでございますから、協議会の話が出ましたので高

齢者の方々のまずニーズ、それと地域のニーズを聞き出すこと。 

含めて、それを協議会でまとめる事を早くやって頂き、是非就労センターみたいな形の組織を創って

鷹栖町のアクティブシニアの方々にまだまだ頑張っていただいて、鷹栖町の未来のために、取り組んで

いっていただきたいと考えています。 

この辺の考え方、最後町長の答弁をお願いします。 

 

町長 

 

青野さんの話を聞いていると僕たちは何もやっていないようにしか聞こえなくなってしまうのですけ

れども、総合計画とか地域を廻り高齢者の声は今まで以上に相当数聞いております。 

その中で、アクティブシニアの方の生きがいづくりや活躍をする場面というのはどういうものがある

かということも、町民の方と膝を交えてしっかり話をしております。 

就労の場というような話ですけれども、再三申し上げておりますように高齢者事業団の課題が見えて

いるので、これを何とか新しい体制づくり新しいシステムづくりを考えてございますので、青野さんに

も御助言等もいただきながら、やはり事業者の部分で何が必要かというのは実際聞きながら、組織づく

りに向かっていきたと考えてございます。 

 



以上で一般質問を終わります。 

 


